
議会だより

第１７号 令和４年５月発行

キスミレ（黄菫） 「スミレ科 スミレ属」

分布：大陸系のスミレで、ロシアのウスリー、中国(山東省、東北部)、朝鮮半島、
日本（本州（東海以西）、四国、九州に点在して稀に分布)。

日当たりのよい山地草原に生育する多年草。茎は細く、草丈は10～15cm、茎や葉に
細やかな毛があるが、葉を除きほとんど無毛。春先に他の植物に先立って開花・展葉
し、夏期には地上から姿を消し、地下で休眠に入る。

熊本県では、準絶滅危惧(NT)に指定されている。

産山で見られる山野の花 V



22022（令和4年5月）産山議会だより

令和4年3月定例会

令和4年第5回定例会が3月8日から17日まで開催され、村からの上程議案23議案が審議されました。
一部事件訂正がありましたが、全会一致で可決されました。

令和4年度一般会計予算

18億9,400万円

歳出

〇総務費 村の義務的経費等（人件費等）

〇民生費 社会福祉等に充てられる経費

〇土木費 道路改良、維持工事、住宅に充

てられる経費

〇公債費 村の借入金の返済に充てられる

経費

〇災害復 災害復旧に充てられる経費

復旧費

〇教育費 教育に充てられる経費

〇農林水 農林水産業に充てられる経費

業費

〇衛生費 村民の病気や予防、新型コロナ

ウイルス感染症対策等に充てら

れる経費

〇消防費 消防活動の経費

〇商工費 商工活動に充てられる経費

〇地方交付税 地方自治体の財政格差をな

くすため、国から村に交付

されるお金

〇国庫支出金 事業を行うため、国や県か

県支出金 ら交付される補助金

〇繰入金 貯蓄している基金等から一

般会計に繰り入れるお金

〇村 債 村が国や銀行等から借り入

れる借金

歳入

前年度予算 21億9,301万円 13.6％減



令和４年度各会計予算

会計名 令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

一般会計 18億9,400万円 21億9,301万円 2億9,901万円 減 13.6％ 減

国民健康保険特別会計 2億2,155万円 2億2,908万円 753万円 減 3.3％ 減

後期高齢者医療特別会計 3,093万円 2,685万円 408万円 増 15.2％ 増

簡易水道事業特別会計 3,819万円 3,074万円 745万円 増 24.2％ 増

診療所特別会計 6,120万円 6,225万円 105万円 減 1.7％ 減

介護保険特別会計 2億6,890万円 2億6,870万円 20万円 増 0.1％ 増

風力発電事業特別会計 4,589万円 755万円 3,834万円 増 607.8％ 増

うぶマート事業特別会計 2,005万円 ― 2,005万円 増 ―

令和3年度各会計補正予算

項 目 増 減 総 額 主な内訳

一般会計 6,391万円 減 24億7,972万円 主な補正は、各種事業確定による増減

国民健康保険特別会計 152万円 減 2億4,686円 各種事業確定に伴う減額

後期高齢者医療特別会計 104万円 減 2,592万円 国県事業確定に伴う減額

診療所特別会計 370万円 減 5,932万円 事業費確定に伴う減額

介護保険特別会計 81万円 増 2億8,136万円 国庫支出確定に伴う増減

その他の議案

〇熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について
〇産山村地域福祉基金条例の廃止について

〇産山村定住促進空き家活用住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

〇産山村職員等の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

〇産山村手数料条例の一部を改正する条例について
〇産山村消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

〇うぶマート事業特別会計設置条例の制定について

〇うぶマートの設置及び管理に関する条例の制定について

〇産山村固定資産評価審査委員会委員の選任同意を求める件について
＊産山村固定資産評価審査委員会委員の選任について志賀博成氏が選任され、全会一致で同

意されました。
委員は、３名で、他の２名は古林良則氏、井富幸氏となってます。
今後のご活躍をご祈念申し上げます。

2022（令和4年5月）産山議会だより3

＊風力発電事業については、平成13年から発電事業を行ってきたが令和3年4月で20年を経過し、新たな更新等に

ついても検討を行ったが事業存続が困難なため、令和4年度に風力発電所を解体するものです。
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3月定例会（令和4年度主要事業）

村道改良工事

村道の村単独道路改良工事で本年度は、片俣菅生線、

大利菅生線、乙宮笹鶴線の継続事業です。（過疎債）

＊補助事業については、事業確定後補正予定

4,000万円

有害鳥獣の捕獲費用として、猪570頭、鹿180頭、サギ

20羽、カラス20羽分が計上されています。（一般財源）

小さな拠点整備事業

4,250万円

産山村堆肥製造施設の機械の老朽化（17年が経過）

により、機械の更新するものです。（過疎債）

光ネットワーク機器負担金
1,676万円

現在使用しているお知らせ端末が10年を経過し、令和4

年～令和7年にかけて更新を行うものです。なお、令和

4年度は、告知サーバー及び放送機器の更新を行います。

（過疎債及び一般財源）

1,985万円

４月から村が運営するうぶマートは、新店舗が完了

後、解体されます。（過疎債）

堆肥製造施設機械購入及び水道整備 有害鳥獣捕獲報償費

1,039万円

改良工事により道路拡幅が行われている村道

片俣・菅生線

本年度更新が行われる村の放送機器

風力発電設備解体
4,500万円

平成12年に設置した風力発電施設も耐用年数を迎え、

本年度撤去するものです。（風力発電事業特別会計）



３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

補
正
予
算
か
ら

当
初
予
算
か
ら

5

【
問
】

社
会
資
本
整
備
交
付
金
の
繰
越
に
つ
い

て
、
内
訳
は
。

【
問
】

有
害
鳥
獣
駆
除
報
酬
費
が
減
額
さ
れ
た

が
、
現
在
の
狩
猟
捕
獲
頭
数
は
。

【
問
】

御
湯
船
温
泉
に
つ
い
て
、
水
量
や
温
度

の
低
下
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
。

【
問
】

景
観
保
全
事
業
（
輪
地
切
等
の
補
助
）

の
申
請
状
況
は
。

【
問
】

企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
と
は
、
ど
の
よ

う
な
制
度
か
。

【
問
】

お
試
し
滞
在
住
宅
の
現
在
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
。

【
問
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
支
援
補
助
金

に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
活
動
内
容
は
。

【
問
】

現
在
９
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
、
発
表
の
場
を
設
け
る
こ
と

が
必
要
で
は
。

【
答
】

橋
梁
補
修
設
計
３
橋
（
産
山
橋
、
中
渡

瀬
橋
、
下
家
壁
橋
）
、
工
事
７
路
線
（
飛
瀬
橋

橋
梁
工
事
、
中
野
橋
補
修
工
事
、
竹
の
畑
・
蓬

原
線
道
路
改
良
工
事
、
上
田
尻
・
瀬
の
本
線
法

面
防
災
工
事
、
御
湯
船
・
小
迫
線
法
面
防
災
工

事
、
竹
の
畑
・
板
木
線
舗
装
工
事
、
御
湯
船
・

小
迫
舗
装
工
事
）

【
答
】

２
月
末
で
、
猪
３
９
０
頭
（
前
年
比
92

％
）
、
鹿
１
５
２
頭
（
前
年
比
１
０
５.

６
％
）

【
答
】

水
量
及
び
温
度
の
低
下
が
あ
っ
た
が
、

地
震
が
あ
り
、
温
度
は
上
が
っ
た
。

３
月
の
定
休
日
に
温
泉
ポ
ン
プ
の
定
期
入
替

を
予
定
し
て
い
る
。

【
答
】

村
が
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
対
し

て
、
賛
同
を
い
た
だ
き
、
企
業
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
く
も
の
で
、
返
礼
品
は
な
く
、
企
業
は
所

得
税
控
除
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

【
答
】

平
成
29
年
か
ら
の
事
業
で
あ
る
が
、
現

在
に
至
る
ま
で
16
組
の
利
用
が
あ
り
、
令
和
２

年
度
に
つ
い
て
は
、
８
組
、
令
和
３
年
度
が
４

組
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
令

和
３
年
度
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

【
答
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
村
で
起
業
す
る

た
め
の
準
備
に
要
す
る
経
費
の
補
助
で
、
現
在

ま
で
に
ヨ
ガ
の
資
格
習
得
、
草
刈
り
機
や
チ
ェ

ン
ソ
ー
の
講
習
会
等
。

【
答
】

多
く
の
村
民
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
発
表
の
機
会
を
設
け
た
い
。
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【
答
】

11
牧
野
が
申
請
し
、
総
延
長
で
、
約
14
．

８
km
ほ
ど
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平成29年に設置したお試し住宅

御湯船温泉館にて、村民を対象としたヨガ教室



３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
耐
用
年
数
は
。

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
使
用
方
法

が
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
廃
棄
処
分

さ
れ
る
も
の
を
練
習
用
と
し
て
残
し
て
は
、

い
か
が
か
。

【
問
】

堆
肥
製
造
機
械
購
入
費
に
つ
い
て
、

４
，
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

堆
肥
施
設
に
対
し
て
、
規
模
と
金
額
は
、
適

切
で
あ
る
か
。

当
初
予
算
か
ら

【
答
】

耐
用
年
数
は
、
７
年
で
あ
り
、
処
分

に
つ
い
て
は
、
業
者
が
無
料
で
引
き
取
っ
て

く
れ
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
１
回
使
え
ば
、
部

品
を
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

講
習
会
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
や
消
防
署

と
連
携
し
て
、
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

【
答
】

村
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

機
械
の
規
模
等
も
施
設
規
模
に
応
じ
て
選
定

す
る
。

村
内
畜
産
農
家
の
利
便
性
の
向
上
や
良
質
な

堆
肥
の
製
造
に
務
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に

協
議
を
重
ね
最
終
的
に
合
意
を
得
て
か
ら
執
行

す
る
。

【
問
】

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、
森
林
整
備

だ
け
で
な
く
、
普
及
啓
発
の
検
討
は
、
で
き
な
い

も
の
か
。

【
問
】

着
地
型
旅
行
商
品
造
成
業
務
委
託
事
業
に

つ
い
て
。

【
答
】

全
国
で
様
々
な
取
組
が
あ
る
の
で
、
村
に

適
し
た
事
業
を
模
索
し
な
が
ら
、
新
た
な
取
組
を

検
討
し
た
い
。

【
答
】

現
在
、
大
き
な
団
体
で
の
旅
行
が
で
き
な

い
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
近
隣
か
ら
の

日
帰
り
観
光
）
で
、
旅
行
商
品
を
考
え
て
い
る
。

本
年
度
は
、
動
画
関
係
を
作
成
し
、
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、

ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
に
設
置
し
た
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
紹

介
な
ど
を
行
う
。
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令和3年度に森林環境譲与税を活用し

て実施された山鹿地区内の竹林伐採

産山村堆肥製造施設 17年が経過したホイルローダー



令和4年第3回臨時会

令和4年第3回臨時会が2月7日に開催され、条例議案2議案を審議し、全会一致で可決されました。

令和4年第4回臨時会

令和4年第4回臨時会が2月28日に開催され、契約同意議案1議案、その他議案1議案の2議案が

審議され、全会一致で可決されました。

〇うぶやま山菜工房の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
〇地域資源活用加工施設の設置及び管理に関する条例の制定について

要旨 うぶやま牧場内にある山菜工房施設（影の木）を条例から削除し、地域資源活用

加工施設として、条例を制定するものです。

〇指定管理者の指定について

要旨 うぶやま牧場の指定管理者として、新たに株式会社九州産直市場を指定管理者とす
るもので、今後うぶやま牧場の管理運営を行います。

令和4年第6回臨時会

令和4年第6回臨時会が3月30日に開催され、資産売買契約の締結1議案、令和3年度産山村一

一般会計歳入歳出予算（第12号）を審議しました。資産売買契約の締結については、株式会
社うぶやまの資産買取の内容を見直す必要があるため事件撤回され、予算議案については、

事件訂正後可決されました。

令和３年度一般会計補正予算（第12号）

2億4,405万円を追加し、総額27億2,378万円

主な補正予算

歳入予算
〇地方消費税交付金の増額 1,304万円
〇地方交付税の増額 2億496万円
〇新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交付金 1,137万円
〇臨時財政対策債の増額 1,594万円

歳出予算
〇公共土木災害復旧費 △1,258万円
〇財政調整基金 1億3,178万円
〇臨時財政対策債（令和3年度借入分） 3,993万円
〇予備費 1億円

2022（令和4年5月）産山議会だより7

〇工事請負契約の締結について

要旨 産山村小さな拠点「産山ふれあいセンター（仮称）」整備工事について、5,000万円

を超える工事については、議会の議決が必要なため、議決を求めるものです。
なお、工事請負金額は、9,680万円です。
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一般質問 ＊要約しております

■
副
村
長
の
起
用

【
村
長
】
前
向
き
に
、
そ
し
て
議
員
の

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
起
用
す
る

方
向
で
調
整
中
。

■
成
人
式
の
実
施
時
期

【
教
育
長
】
式
典
自
体
は
従
来
ど
お
り

20
歳
を
対
象
と
し
た
も
の
と
し
て
、

全
国
、
他
市
町
村
の
動
向
を
踏
ま
え

一
般
質
問

井 春夫

議員

【
議
員
】
村
長
に
代
わ
っ
て
業
務
の
詳

細
な
検
討
や
施
策
の
企
画
立
案
を
行

い
、
村
長
の
判
断
が
不
要
な
事
案
も

し
く
は
村
長
の
委
任
を
受
け
た
事
案

の
決
定
や
処
理
を
行
う
副
村
長
の
起

用
に
つ
い
て
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
か
。

た
上
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
成
人
年
齢
に
達
し

た
18
歳
の
者
に
対
し
て
、
式
典
と
い

う
形
で
祝
う
の
で
は
な
く
、
成
人
の

自
覚
を
促
す
よ
う
な
啓
発
資
料
を
含

め
た
記
念
品
を
送
付
し
、
成
人
を
祝

う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

■
森
林
管
理
制
度

【
経
済
建
設
課
長
】
平
成
31
年
度
よ
り

経
営
管
理
意
向
調
査
を
実
施
し
て
、

現
在
約
６
割
の
回
収
率
と
な
っ
て
お

り
、
残
り
の
分
に
つ
い
て
鋭
意
回
収

え

い

い

を
進
め
て
い
る
。

■
森
林
環
境
譲
与
税

【
経
済
建
設
課
長
】
村
で
は
意
向
調
査

の
実
施
や
、
森
林
の
除
伐
事
業
、
侵

入
竹
林
等
の
雑
木
除
去
の
事
業
、
特

用
林
産
の
種
駒
の
購
入
支
援
事
業
等

に
活
用
し
て
い
る
。
今
後
、
村
に
合

っ
た
事
業
や
新
し
い
取
組
を
検
討
し

て
お
り
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
林
業
の
振
興
に
努
め
た
い
。

【
議
員
】
村
と
し
て
の
方
針
を
早
急
に

決
定
し
、
村
民
や
対
象
者
、
保
護
者

に
周
知
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
広
報
う
ぶ
や
ま
４
月
号
に
て
対
応
を
記
載
）

【
議
員
】
森
林
経
営
管
理
制
度
の
導
入

は
、
放
置
さ
れ
た
森
林
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
、
ま
た
地
域
の
活
性
化
、
安

心
・
安
全
を
実
現
す
る
絶
好
の
機
会

で
あ
る
の
で
、
適
切
な
森
の
管
理
、

森
林
経
営
を
推
進
す
る
よ
う
検
討
を

願
う
。

【
議
員
】
平
成
31
年
に
、
森
林
環
境
税

並
び
に
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ

れ
た
が
、
使
用
目
的
を
市
町
村
が
独

自
で
決
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
林
業
の

活
性
化
へ
の
つ
な
が
り
を
期
待
し
て

い
る
。
村
で
は
、
本
譲
与
税
交
付
金

を
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

き
た
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
。

【
議
員
】
４
月
１
日
か
ら
成
人
年
齢
が

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

が
、
成
人
式
の
対
象
年
齢
や
実
施
時

期
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
議
員
】
平
成
31
年
度
に
森
林
経
営
管

理
法
が
施
行
さ
れ
、
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
村
で
は
森
林
所
有
者
を

対
象
に
経
営
管
理
意
向
調
査
を
開
始

し
て
い
る
が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
議
員
】
森
林
環
境
譲
与
税
交
付
金
は

法
律
に
よ
り
使
途
を
公
表
す
る
必
要

が
あ
り
、
学
校
教
育
や
新
た
な
取
組

に
よ
っ
て
村
の
P
R
が
で
き
る
。

交
付
金
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

広
く
村
民
、
有
識
者
な
ど
の
意
見
を

聞
く
な
ど
し
、
効
果
の
あ
る
森
林
の

整
備
促
進
に
関
す
る
費
用
に
な
る
よ

う
に
提
言
す
る
。

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税

設
計
イ
メ
ー
ジ

令和3年度成人式の風景
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■
村
営
住
宅
に
つ
い
て

【
村
長
】
後
継
者
に
限
ら
ず
、
必
要
な
分

に
つ
い
て
は
、
村
営
住
宅
を
設
置
し
な

け
れ
ば
、
民
営
の
住
宅
が
な
い
状
況
で

あ
る
。

各
地
区
に
ど
の
よ
う
に
配
分
し
、
建

築
し
て
い
く
か
、
場
所
や
条
件
等
々
を

踏
ま
え
て
、
整
備
し
て
き
た
。

村
営
住
宅
と
し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
い
う
の
は

難
し
い
が
、
今
後
も
建
設
す
る
際
は
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
花
の
温
泉
館
に
つ
い
て

【
村
長
】
12
月
に
地
域
住
民
や
議
会
の
意

見
も
聞
き
、
決
断
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業

で
建
設
さ
れ
た
経
緯
に
よ
り
制
約
が
あ

る
が
、
公
募
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

■
池
山
水
源
ト
イ
レ
に
つ
い
て

【
企
画
振
興
課
長
】
和
式
ト
イ
レ
が
約
24

基
あ
る
た
め
、
観
光
地
の
ト
イ
レ
を
優

先
し
て
進
め
、
手
洗
い
等
に
つ
い
て
も
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
今
後
計

画
的
に
改
修
し
て
い
く
。

■
池
山
水
源
内
災
害
工
事
に
つ
い
て

【
経
済
建
設
課
長
】
池
山
水
源
の
雑
木
除

去
と
堰
堤
工
事
は
、
県
で
発
注
す
る
が
、

災
害
復
旧
事
業
を
優
先
的
に
発
注
し
て

い
る
た
め
、
今
月
中
に
発
注
し
、
完
成

に
つ
い
て
は
秋
頃
と
聞
い
て
い
る
。

■
コ
ロ
ナ
陽
性
に
伴
う
待
機
者

へ
の
助
成
に
つ
い
て

【
健
康
福
祉
課
長
】
待
機
日
数
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法
的
位
置

付
け
に
基
づ
い
て
、
個
別
に
日
数
が
示

さ
れ
お
り
、
感
染
経
路
及
び
家
庭
内
の

家
族
の
構
成
状
況
等
に
よ
っ
て
異
な
る
。

独
自
の
対
応
で
あ
る
が
、
陽
性
者
の

情
報
は
、
県
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
人
数
の
み
が
村
に
報
告
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
陽
性
者
が
未
確
定
な
ま

ま
、
個
別
の
食
料
提
供
な
ど
の
積
極
的

な
支
援
は
、
そ
の
方
々
へ
の
配
慮
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

9

井 芳美

議員

【
議
員
】
各
地
区
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

村
営
住
宅
は
、
で
き
な
い
か
。

【
議
員
】
水
工
場
の
誘
致
が
白
紙
に
な
っ

た
花
の
温
泉
館
の
今
後
の
方
向
性
は
。

【
議
員
】
和
式
の
ト
イ
レ
が
洋
式
に
改
修

さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
男
子
ト
イ
レ
や

手
洗
い
に
つ
い
て
は
改
修
さ
れ
て
な
い
。

観
光
地
の
ト
イ
レ
と
し
て
は
、
好
ま

し
く
な
い
と
思
う
が
。

池山水源手洗いの状況

【
議
員
】
水
源
地
内
の
雑
木
除
去
と
堰
堤

工
事
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

令和元年の災害により濁流が堰堤から護岸を超え池

山水源に流入し、多数の支障木が見受けられる。

【
議
員
】
コ
ロ
ナ
陽
性
に
伴
う
待
機
日
数

に
つ
い
て
、
熊
本
市
は
７
日
間
、
阿
蘇

市
は
17
日
間
と
待
機
日
数
が
違
う
。

ま
た
、
熊
本
市
は
待
機
し
て
い
る
間

３
日
分
の
食
料
が
宅
配
で
送
っ
て
く
る
。

産
山
村
独
自
の
施
策
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。
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■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
設
置
に

つ
い
て

【
村
長
】
村
で
は
、
阿
蘇
市
と
連
携
し

て
個
別
端
末
を
使
っ
て
、
放
送
を
し

て
い
る
。

今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

と
い
う
国
の
方
針
が
あ
り
、
近
隣
町

村
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

実
態
を
十
分
に
把
握
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

検
討
し
た
い
。

【
村
長
】
個
人
の
事
情
も
あ
る
し
、
将

来
を
考
え
、
他
の
仕
事
を
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
も
あ
り
、
本
人
の
意
向
を

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
も
あ

る
。働

く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

で
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
魅
力
の
あ
る

職
場
を
つ
く
っ
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
ち
ら
か
ら

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

働
き
方
改
革
で
、
定
年
も
65
歳
ま
で

段
階
的
に
延
長
さ
れ
る
。

総
務
課
長
の
立
場
と
し
て
は
定
年
ま

で
残
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
本
音
で

あ
る
。

【
議
員
】
総
務
課
長
と
し
て
は
ど
う
お

考
え
か
。

【
議
員
】
な
り
た
い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で

常
に
上
位
に
あ
る
国
家
公
務
員
・
地
方

公
務
員
に
な
っ
て
、
そ
の
職
業
の
魅
力
、

働
き
が
い
、
生
き
が
い
、
職
場
の
雰
囲

気
、
人
間
関
係
と
か
も
含
め
て
、
結
局

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
職
業
か
ら
離

れ
る
。
希
望
を
持
っ
て
入
庁
し
て
き
た

人
た
ち
が
辞
め
て
転
出
し
て
い
く
の
は
、

人
口
減
少
の
面
も
含
め
て
産
山
村
に
と

っ
て
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
う
。

■
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

渡辺裕文

議員

【
議
員
】
２
０
２
０
年
10
月
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
、
産
山
村
の
人
口
は
１
３
８
２

名
と
な
っ
て
い
る
。
20
年
前
の
調
査
か

ら
５
年
ご
と
に
１
１
６
名
、
１
０
２
名
、

96
名
と
人
口
の
減
少
幅
は
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
で
１
２

８
名
と
減
少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

国
勢
調
査
の
時
点
か
ら
今
年
の
３
月

住
民
基
本
台
帳
の
人
口
は
、
１
年
４
ヵ

月
の
間
に
49
名
減
少
し
て
い
る
。

自
然
減
社
会
減
の
中
で
、
転
出
を
少

な
く
す
れ
ば
社
会
減
は
少
な
く
な
る
。

こ
こ
数
年
、
役
場
で
は
定
年
前
に
退

職
す
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

社
会
減
に
つ
な
が
る
退
職
に
対
し
て

村
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

【
総
務
課
長
】
今
現
在
、
光
電
話
の
ケ

ー
ブ
ル
を
引
い
て
お
り
、
別
に
放
送

基
地
局
、
そ
し
て
ケ
ー
ブ
ル
線
を
引

き
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
置
し
て
い
る
自
治
体
を
例
に
し

て
み
る
と
、
初
期
費
用
の
利
用
者
額

が
約
５
万
円
か
ら
６
万
円
で
、
月
額

の
利
用
料
金
（
受
信
料
）
が
、
人
口

規
模
に
も
よ
る
が
、
千
円
か
ら
２
千

円
程
度
が
自
己
負
担
と
な
る
。

別
に
運
営
費
用
と
し
て
、
放
送
基

地
の
放
送
機
材
費
、
番
組
構
成
料
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
料
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
は
委
託
料
で
あ
る
が
、
他
町

村
で
は
、
年
額
７
，
０
０
０
万
円
程

度
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

村
と
し
て
も
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

導
入
し
て
い
る
自
治
体
に
視
察
研
修

等
を
行
い
、
現
状
の
情
報
収
集
を
し

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
必
要
性
、
役
割
、

内
容
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

西村直樹

議員

【
議
員
】
現
在
、
学
校
行
事
や
保
育
園

行
事
に
つ
い
て
は
簡
素
化
さ
れ
、
人

数
制
限
を
行
っ
て
い
る
。

村
の
行
事
に
つ
い
て
も
、
敬
老
会

や
村
民
体
育
祭
、
ヒ
ゴ
タ
イ
祭
な
ど

が
中
止
と
な
り
、
寂
し
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
で
き
な
い
方
々
も
多
数

い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

利
用
し
て
、
村
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

を
村
民
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

現在村で利用しているお知らせ端末



【
村
長
】
職
員
募
集
に
村
内
の
応
募
が
少

な
く
、
村
外
の
方
が
多
い
。

村
に
住
ん
で
欲
し
い
と
い
う
村
民
の

願
い
を
機
に
、
単
身
住
宅
を
含
め
て
整

備
し
、
村
に
住
ん
で
も
ら
う
方
向
で
進

め
て
き
た
。

村
で
村
民
の
た
め
に
働
き
た
い
と
意

欲
が
出
る
よ
う
な
環
境
の
整
備
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
作
っ
て
い
け
る
よ

う
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

【
企
画
課
長
】
現
在
、
情
報
と
し
て
２
軒

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
空

き
家
関
係
の
調
査
で
、
村
内
の
空
き
家

を
75
軒
ぐ
ら
い
把
握
し
て
い
る
。

す
ぐ
に
は
住
め
な
い
と
い
う
物
件
が

多
い
中
で
、
そ
の
対
策
も
考
え
て
、
今

年
度
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
の
情
報
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

一般質問 ＊要約しております

【
議
員
】
人
口
減
対
策
で
は
、
移
住
定
住

の
促
進
が
一
番
早
い
。
空
き
家
情
報
は

ど
の
く
ら
い
提
供
し
て
い
る
か
。

【
議
員
】
こ
こ
数
年
で
人
口
減
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
全
員

楽
し
く
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
村
を
活

気
あ
る
村
に
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
は
、
役
場
と
村
民
が
風

通
し
の
い
い
関
係
を
構
築
し
、
危
機
的

状
況
を
乗
り
越
え
、
改
善
し
て
も
ら
い

た
い
。

11 2022（令和4年5月）産山議会だより

令和4年第1回阿蘇広域行政事務組合定例会報告

令和4年第1回阿蘇広域行政事務組合定例会が3月25日開催され、条例２議案、予算５議案、

その他１議案が審議され、全議案が可決されました。

〇熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

〇阿蘇広域行政事務組合職員の給与に関する条例及び阿蘇広域行政事務組合パートタイム会計
年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

〇阿蘇広域行政事務組合職員の特殊勤務手当の支給に関する条例の一部を改正する条例の制定

について
〇令和3年度阿蘇広域行政事務組合一般会計補正予算（第４号）

〇令和３年度阿蘇広域行政事務組合養護老人ホーム湯の里荘特別会計補正予算（第３号）

〇令和4年度阿蘇広域行政事務組合一般会計予算 33億2,046万円（前年度35億1,652万円）

産山村負担金 8,204万円
【 内 訳 】

一般管理 252万円

介護保険対策費 82万円
障害支援対策費 19万円

火葬施設事務費 22万円

中部火葬施設費 207万円

環境総務費 46万円
清掃施設運営費 2,742万円

最終処分場運営費 84万円

中部清掃費 12万円
し尿処理費 749万円

消防費 3,989万円

〇令和４年度阿蘇広域行政事務組合特別養護老人ホーム阿蘇みやま荘特別会計予算
〇令和４年度阿蘇広域行政事務組合養護老人ホーム湯の里荘特別会計予算

阿蘇広域行政事務組合

大阿蘇環境センター 未来館



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

2月7日 第3回臨時会 産山村 議員全員

2月21日 子どもヘルパー修了式 産山村 議 長

2月28日

第4回臨時会
第3回全員協議会
議会運営委員会
例月監査

産山村

議員全員
議員全員

議会運営委員
監査委員

3月4日 第4回全員協議会 産山村 議員全員

3月9日～17日 第５回３月定例会 産山村 議員全員

3月22日 例月監査 産山村 監査委員

3月25日
阿蘇広域行政事務組合定例会
熊本県監査委員協議会研修会
（リモート研修）

阿蘇市
産山村

広域議員
監査委員

3月30日 第6回臨時会 産山村 議員全員

4月6日 うぶやま保育園入園式 産山村 議 長

4月11日 産山学園入学式 産山村 正副議長・
総務文教厚生委員長

4月13日 阿蘇市町村議長会総会 阿蘇市 議 長

4月25日 例月監査 産山村 監査委員

4月28日 中九州高規格道路期成会監査 産山村 議 長

広報特別委員会

委員長 岩下 徳行 副委員長 井 春夫

委 員 井 芳美 委 員 城本 俊成

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

テレビをつけると、毎日コロナにウクライナの悲惨な光景

が目に飛び込んで来る。少し前までの暮らしには想像すら出

来ない異常なことの繰り返し。

普通の暮らしを普通に暮らせない・・ 普通って何だろう

昨年の同時期の編集後記には、一刻も早くワクチン接種が

実施され元の社会活動に戻れることを願うばかりと記された

が同じように今年も願うばかりです。

タラの芽にわらびにウドに自然のサイクルのように少しの

新しい発見と普通の年の異常ではない暮らしが繰り返されま

すように

編集後記


